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第５学年２組 算数科学習指導案 

 

令和２年度１２月９日（水） ４校時 

指導者 北舘 卓哉 

 

１．単元名 「面積の求め方を考えよう」 

 

２．単元について 

(１) 単元観 

 本単元は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 本単元では，平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積について，図形の構成要素に着目し，

既習の面積の求め方に帰着して考え，新しい公式をつくり出し，それらを用いて計算で求める力及

び，図や式などの数学的表現を用いて面積の求め方を粘り強く考え，公式までに高めようとする態度

などを育てることが大切である。児童は，第４学年で長方形や正方形の面積の求め方を学習してい

る。そこでは，単位となる面積を決めてその何こ分あるかを求めることで広さを数値化して表すこと

や公式化することを学習している。本時においては，図を用いて求積方法を考える活動の中で，一人

ひとりが既習内容に着目し，面積を求める活動に加え，互いに考え方を紹介し追求しながら学びあう

活動の場を設定し，筋道立てて考え，求積のための式と対応させて説明する力を伸ばしていきたい。 

 

本単元の学習の関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第学５年 Ｂ 図形 

（３）平面図形の面積に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

   (ア)  三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の計算による求め方について理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  (ア)  図形を構成する要素などに着目して，基本図形の面積の求め方を見いだすとともに，

その表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くこと。 

 

 

⑨垂直，平行と四角形 

・垂直，平行の定義，書き方 

・台形，平行四辺形，ひし形の定

義，性質，かき方 

・対角線の定義 

 

⑫面積のはかり方と表し方 

・広さの表し方(㎠) 

・長方形と正方形の面積の求め

方と公式 

・大きい面積の単位(㎡) 

・長さ，面積の単位どうしの関係 

 

４年 

⑬四角形と三角形の面積 

・平行四辺形の面積の求め方と公式 

・三角形の面積の求め方と公式 

・台形の面積の求め方と公式 

・ひし形の面積の求め方と公式 

・高さと面積の関係 

 

５年 

 

⑰正多角形と円周の長さ 

・正多角形の定義と性質 

・円周率 

・円周の長さの求め方と公式 

 

６年 

 

⑦円の面積 

・円の求め方と公式 

・円を含む複合図形の面積の求め方 

 

⑨およその面積と体積 

・およその面積，体積の求めかた 

 (概形をとらえる) 
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(２)児童の実態（男子１５名，女子１８名，合計３３名） 

 本学級の児童は，自分なりに問題の解き方や考え方をノートに書くことができるようになってきて

いる。しかし，ペアやグループ，全体での発表の際に自分の考えを筋道立てて説明することは苦手と

している児童が多い。また，自力解決の際に既習事項からイメージがつきにくく，悩んでしまってい

る児童もいる。そのため本単元において，自力解決や学び合う活動の手立てとしてＩＣＴを積極的に

活用していきたい。ＩＣＴを活用し，視覚的に理解したり，具体的に図形の操作を行ったりすること

によって，自分の考えの根拠を見出したり確認したりしながら面積を求める学習活動をより深めてい

くことができると考える。ＩＣＴを活用すれば，元の図をコピーしたり，動かしたりすることが容易

にできることから変形するイメージも付きやすくなると考える。 

  

３．単元の目標と観点別評価規準 

 〇四角形や三角形の面積の求め方を理解し，図形の構成要素に着目して面積の求め方を考える力を

養うとともに，四角形や三角形の面積の求め方を数学的表現を用いて考えた過程を振り返り，多

面的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

 ・知・技   平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を理解し，公式を用いて面

積を求めることができる。 

 ・思・判・表 平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの構成要素や性質に着目し，既習の面積の

求め方を基にして，図屋敷を用いて面積の求め方を考え，表現している。 

 ・態度    平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積を，図や式などの数学的表現を用い    

        て考えた家庭を振り返り，多面的にとらえ検討してよりよいものを求めて粘り強く

考えたり，数学のよさに気づき学習したことを今後の生活や学習に活用しようとし

たりしている。 

 

４．指導計画 

時 目標 学習活動 主な評価規準 

１ 

〇平行四辺形の性質に着目

し，面積の求め方を考え，

説明することができる。 

・求積方法が既習の図形を想

起し，平行四辺形の面積の

求め方を既習の図形に帰着

して考える。 

・長方形に等積変形する平行

四辺形の面積の求め方を説

明し，まとめる。 

態 平行四辺形を長方形に変

形すればよいことに気づ

き，平行四辺形の面積の求

め方を考えようとしてい

る。(観察・タブレット) 

思 平行四辺形の性質に着目

し平行四辺形の面積の求め

方を長方形の求積方法に帰

着して考え，筋道立てて説

明している。 
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２ 

〇平行四辺形の性質に着目

し，面積を求める公式を考

え，説明することができ

る。 

・平行四辺形の面積を求める

公式を考える。 

・公式をつくるには，等積変

形した長方形のどこの長さ

が分かればよいかを考え

る。 

・平行四辺形の「底辺」「高

さ」の意味を知り，底辺を

どこにするかで高さが決ま

ることをおさえる。 

・平行四辺形の面積を求める

公式をまとめ，公式を適用

して面積を求める。 

思 等積変形した長方形の縦

と横の長さに着目し，平行

四辺形の面積の公式を考

え，説明している。 

知 平行四辺形の底辺，高さ

の意味を理解し，面積の公

式を用いて面積を求めるこ

とができる。 

３ 

○平行四辺形の高さに着目

し，外にある場合と内にあ

る場合を高さとして統合的

にとらえる。 

○どんな形の平行四辺形で

も，底辺の長さと高さが等

しければ，面積は等しくな

ることを理解する。 

・高さが平行四辺形の外にあ

る場合の面積の求め方を考

える。 

・平行四辺形の向かい合う辺

が平行であることから，平

行四辺形の高さは，底辺を

のばした直線と底辺と向か

い合った辺をのばした直線

の幅と考えることができる

ことをまとめる。 

・平行な２直線上にある平行

四辺形の面積を求め，面積

が等しいことをおさえる。 

思 平行四辺形の性質に着目

し，高さを表す垂線の足

が平行四辺形の外にある

場合と内にある場合を統

合的に捉え，高さについ

て説明している。 

知 平行四辺形の面積は形に

よらず，底辺の長さと高

さによることを理解して

いる。 

４ 

○三角形の性質に着目し，面

積の求め方を考え，説明す

ることができる。 

・求積方法が既習の図形を想

起し，三角形の面積の求め

方を既習の図形に帰着して

考える。 

・平行四辺形や長方形に変形

する三角形の面積の求め方

を説明し，まとめる。 

態 三角形を面積の求め方が

分かっている図形に工夫し

て変形し，その面積を求め

ようとしている。(観察・

タブレット) 

思 三角形の性質に着目し，

三角形の面積の求め方を平

行四辺形や長方形の求積方

法に帰着して考え，筋道立

てて，説明している。 
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５ 

○三角形の性質に着目し，面

積を求める公式を考え，説

明することができる。 

・三角形の面積を求める公式

を考える。 

・公式をつくるには，倍積変

形した平行四辺形のどこの

長さが分かればよいか考え

る。 

・三角形の「底辺」「高さ」

の意味を知り，底辺をどこ

にするかで高さが決まるこ

とをおさえる。 

・三角形の面積を求める公式

をまとめ，公式を適用して

面積を求める。 

思 倍積変形した平行四辺形

の底辺の長さと高さに着目

して，三角形の面積の公式

を考え，説明している。 

  

知 三角形の底辺，高さの意

味を理解し，面積の公式を

用いて面積を求めることが

できる。 

６ 

○三角形の高さに着目し，外

にある場合と内にある場合

を高さとして統合的にとら

える。 

○どんな形の三角形でも，底

辺の長さと高さが等しけれ

ば，面積は等しくなること

を理解する。 

・高さが三角形の外にある場

合の面積の求め方を考え

る。 

・平行四辺形の学習を想起

し，三角形の高さは，底辺

をのばした直線と底辺と向

かい合った頂点を通り，底

辺に平行な直線の幅と考え

ることができることをまと

める。 

・平行な２直線上にある三角

形の面積を求め，面積が等

しいことをおさえる。 

思 平行線の性質に着目し，

高さを表す垂線の足が三角

形の外にある場合と内にあ

る場合を統合的にとらえ，

高さについて，説明してい

る。 

知 三角形の面積は形によら

ず，底辺の長さと高さによ

ることを理解している。 

７ 

本

時 

○台形の性質に着目し，面積

の求め方を考え，説明する

ことができる。 

・求積方法が既習の図形を想

起し，台形の面積の求め方

を既習音図形に帰着して考

える。 

・平行四辺形や三角形に変形

する台形の面積の求め方を

説明し，まとめる。 

・求積方法が分かっている図

形に帰着して考えることを

介して，平行四辺形，三角

形の面積の求め方の学習と

本時の学習を統合的にとら

える。 

思 台形の性質に着目し，台

形の面積の求め方を平行四

辺形や三角形の求積方法に

帰着して考え，筋道立てて

説明している。 

態 台形を面積の求め方が分

かっている図形に工夫して

変形し，その面積を求めよ

うとしている。(観察・タ

ブレット) 
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８ 

○台形の性質に着目し，面積

を求める公式を考え，説明

することができる。 

・台形の面積を求める公式を

考える。 

・公式をつくるには，倍積変

形した平行四辺形のどこの

長さが分かればよいか考え

る。 

・台形の「上底」「下底」

「高さ」の意味を知る。 

・台形の面積を求める公式を

まとめ，公式を適用して面

積を求める。 

知 台形の上底，下底，高さ

の意味を理解し，面積の公

式を用いて面積を求めるこ

とができる。 

思 倍積変形した平行四辺形

の底辺の長さと高さに着目

して，台形の面積の公式を

考え，説明している。 

９ 

○ひし形の性質に着目し，面

積を求める公式を考え，説

明することができる。 

○たこ形の性質に着目し，た

こ形の求積方法をひし形の

求積公式を活用して考え，

説明することができる。 

・求積方法が既習の面積の求

め方を用いて，ひし形の面

積の求め方を考える。 

・対角線の長さの積がひし形

の面積の２倍になっている

ことを利用して，ひし形の

面積を求める公式を考え

る。 

・ひし形の面積を求める公式

をまとめ，公式を適用して

面積を求める。 

・ひし形の求積公式を活用し

て，たこ形の面積の求め方

を考える。 

思 倍積変形した長方形の辺

の長さとひし形の対角線の

長さに着目し，ひし形の面

積の公式を考え，説明して

いる。 

思 ひし形の性質とたこ形の

性質の共通点に着目し，た

こ形の求積方法をひし形の

求積公式を活用して考え，

説明している。 

10 

○三角形の底辺の長さを一定

にして高さを変えたとき，

面積は高さに比例すること

を理解する。 

・三角形の高さを□㎝，面積

を〇㎠，として面積を求め

る式を考える。 

・底辺の長さが４㎝の三角形

で，高さが１㎝，２㎝，

…，と変化するときの面積

の大きさを調べ，面積は高

さに比例していることをお

さえる。 

知 三角形の底辺を固定し，

高さを変化させたときに，

面積は高さに比例すること

を理解している。 
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11 

○学習内容の定着を確認する

とともに，数学的な見方・

考え方を振り返り価値づけ

る。 

・「たしかめよう」に取り組

む。 

・「つないでいこう 算数の

目」に取り組む。 

知 基本的な問題を解決する

ことができる。 

思 数学的な着眼点と考察の

対象を明らかにしながら，

単元の学習を整理してい

る。 

態 単元の学習を振り返り，

価値づけたり，今後の学習

に生かそうとしたりしてい

る。 

 

 

５．本時の指導（７／１０） 

（１） 目標 

  ・台形の性質に着目し，台形の面積の求め方を平行四辺形や三角形の求積方法に帰着して考え，

筋道立てて説明している。 (思考力・判断力・表現力) 

  ・台形を面積の求め方が分かっている図形に工夫して変形し，その面積を求めようとしている。 

   (主体的に学習に取り組む態度) 

 

（２） 展開 

過程 学習活動と内容 指導上の留意点・評価（ ◎ ） 備考 

問題

把握 

１０ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本時の学習課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

既習事項を想起させる。 

 

２．学習問題を設定する。 

 

 

３．解決の見通しを持つ 

・移動する 

・つけたす 

・分ける 

・三角形のように，学習した形にすれ

ば，求められると思う。 

 

 

・前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

・既習事項を想起させ，解決の見通

しをもたせる。 

 

 

黒板掲示用 

（台形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台形ＡＢＣＤの面積は何㎠ですか。 

台形の面積の求め方を考えよう 
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自力

解決 

１０ 

分 

 

 

 

 

比較

検討 

２０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まと

め 

５分 

 

４．自力解決をする。 

 

 

 

 

 

 

５．考えを発表し合い，検討する。 

＜予想される考え＞ 

○グループで考えを伝え合う 

○全体で考えを伝え合う。 

①  

 

 

 

 (９＋３)×２＝２４  

②  

 

 

 

 (９×４÷２)＋(３×４÷２)＝２４ 

③  

 

 

 

 

(９＋３)×４÷２＝２４ 

 

④  

 

 

 

(９＋３)×２＝２４ 

 

⑤  

 

 

 

  (３×４)＋(６×４÷２)＝２４ 

 

・デジタルコンテンツを使用し，台

形の面積を求める。 

◎台形を，面積の求め方が分かっ

ている図形に工夫して変形し，そ

の面積を求めようとしている。 

 〈主体的に学習に取り組む態度〉 

 

・どの考えも平行四辺形や三角形な   

 ど，学習した形にしていることを

おさえる。 

 

・三角形の時の求め方と考えを比

べ，同じ考えや違う考えがあるこ

とに気づかせる。 

 

◎台形の性質に着目し，台形の面積

の求め方を平行四辺形や三角形の

求積方法に帰着して考え，筋道立

てて説明している。 

〈思考力・判断力・表現力〉 

 

・話し合いの中ででてきた求め方を

比べながら，共通点を見つけるよ

うに促す。 

 

・習った図形の面積の求め方を使え

ば，台形の面積も求めることがで

きることを児童から引き出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

黒板掲示用

（台形） 

テレビ 
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・まとめを児童から引き出せるよう

にする。 

 

（３） 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・移動する 

・つけたす 

・分ける 

台形の面積も，平行四辺形や三角形と同じように，分けたり，つけ

たしたり，移動したりして学習した図形に形を変えれば求めること

ができる。 

○学台形の面積の求め方を考えよ

う 

 

○問台形ＡＢＣＤの面積は 

何㎠ですか。 

 

分ける 移動する 

つけたす 

○ま台形の面積も，平行四辺形や三角形と

同じように，学習した図形に形を変えた

り，分けたりすれば求めることができる。 
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（３）授業の様子 

 〇 台形の面積をどのように求めればよいか、まずはタブレットで一人一人が図形を動かして考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 タブレットを使い、グループで考えを伝え合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇大画面を使用し、全体で共有。 

図形をひっくり返して、 

つなげてみようかな。 

図形を切ってみたら、習った形になった。 

ここから、考えてみよう。 

動かした図形から、式を立ててみたよ。 タブレット上で図形を動かしなら説明。 


